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同定した。その他は産地を勘案して C. zedoaria，C. aromaticaと同定したが，国により遺伝子型が
異なった。健康食品中に C. longa，C. aromaticaだけでなく，C. kwangsiensisも検出された。また，
複数の遺伝子型が混在する製品も認められた。

（３）HPLC法を用いたクルクミノイド組成の評価

　C. longaの根茎に由来する生薬は，クルクミノイドと総称されるクルクミン，デメトキシクルク
ミン，ビスデメトキシクルクミンを含有することが知られている。第 15改正日本薬局方には，クル
クミノイドの含有量を 2～ 5%としており，上限・下限域が規定されている。各市場品のクルクミノ
イド組成には 2～ 3倍程度の大きい個体差が認められた。C. longa由来生薬ではクルクミノイド含
量が高く，中国産生薬とインド産生薬では含量・組成が同様で，産地間差は認められなかった。日本
産生薬では 1%以下であり，環境要因が考えられた。(Fig.1)

　以上，遺伝子解析で基原が明らかにされた検体において，クルクミノイド組成の情報は薬効と直結
する有用な品質評価法であるが，本データからは個体差や加工法等の要因の関与が否定できない。

（４）メタロミクス概念に基づき，誘導結合プラズマ質量分析装置 ICP-MS法による含有元素の網羅

的解析 (Fig.1, 2)

　全検体の元素プロファイル（全素積算量・14元素レーダーチャート）は，Kの含有率が最も高
く，Mg >Na/Caが平均的であった。重金属積算量は局方の限界値内で，Asも同様であった。次に，
C. longaに由来する全検体を主成分分析（PCA）及び Soft Independent Modeling of Class Analogy

（SIMCA）で解析した結果，中国・インド・日本間で産地判別が可能であった。また，インド産の

Fig. 1　無機元素プロファイル（上段）およびクルクミノイド組成（下段）
C1-C7，C18-C20： イ ン ド 産C. longa，C15-C17，C21-C22： 中 国 産C. 
longa，C23,C25,C29：日本産C. longa，C12：タイ産C.longa，C8-C9,C13：C. 
zedoaria（インド産とタイ産），C10-C11：C. xanthorrhiza，C14,C24：C. 
aromatica（タイ産と日本産）
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C. longaには Tamil Nadu，Allepy，Gantur，Nizamabad，Madrasの 5品種が存在したが，品種
別でレーダーチャートの相違が認められた。また，品種毎の検体数は少ないが，PCA，SIMCAを実
行したところ，5品種のクラス分類が可能であった。元素プロファイルによる生薬の基原分別では，
産地や加工等の相違が存在しても SIMCAによるクラス分類が可能であった。なお，健康食品は，産
地不明や，基原植物の混在など品質に関する情報が乏しく，元素プロファイルまたはクルクミノイド
組成結果からのクラス分類は困難であった。健康食品への応用には更なる検討が必要である。

■結論
　本研究では，生薬及び生薬含有製品の品質評価におけるメタロミクスの応用を主眼にした。本研究
の結果，Curcuma属植物由来生薬の品質評価としてメタロミクス手法は，産地だけでなく基原判別
において，簡便かつ有用であることを示唆できた。

Fig. 2　産地鑑別：C. longa に由来する生薬の14元素レーダーチャート
A：インド産，B：中国産，C：日本産


